
　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
海
外
で
の
見

聞
を
広
め
て
も
ら
い
、
国
際
感
覚
な
ど
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
行
う
派
遣
事
業
で
、

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
米
国
ア
ラ
ス
カ

州
ケ
チ
カ
ン
市
と
同
フ
ロ
リ
ダ
州
ペ
ン
サ

コ
ー
ラ
市
へ
計
35
人
の
生
徒
が
派
遣
さ
れ

ま
す
。

　

派
遣
さ
れ
る
中
学
生
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
敬
称
略
）【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

◆
第
26
回
ケ
チ
カ
ン
派
遣
団

　
　
　
　
　
　
（
３
月
27
日
～
４
月
６
日
）

▽
竹
原
中
・
中
島
美
晴
▽
金
山
中
・
金
森

寛
斗
、
千
田
佳
汰
、
福
井
空
、
今
井
舞
、

髙
村
拓
帆
、
谷
口
純
基
、
古
田
裕
哉
、
遠

山
末
紘
、
池
戸
由
衣
▽
下
呂
中
・
奥
村
美

市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
（
米
国
ケ
チ
カ
ン
・
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
）

市
内
中
学
生
35
人
　
海
外
へ
派
遣

樹
、
松
田
朱
乃
、
野
村
菜
々
、
山
田
あ
さ

ひ
▽
萩
原
北
中
・
谷
口
夢
加

　

 　
【
中
学
２
年
生
15
人
、
引
率
者
３
人
】

◆
第
20
回
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
派
遣
団

　
　
　
　
　
　
（
４
月
26
日
～
５
月
５
日
）

▽
萩
原
南
中
・
音
石
真
歩
、
桂
川
大
輝
、

田
口
晃
佑
▽
萩
原
北
中
・
北
條
真
由
、
青

木
美
鈴
、
小
林
茉
莉
子
、
髙
須
南
美
、
八

木
真
澄
、
青
木
梨
奈
、
大
林
新
、
竹
田
つ

ぐ
み
、
井
戸
菜
月
、
青
木
麻
里
杏
▽
下
呂

中
・
和
合
莉
奈
、
中
嶋
亜
里
沙
▽
竹
原
中
・

熊
﨑
麻
紘
、
今
井
千
晶
▽
馬
瀬
中
・
見
廣

綾
、
二
村
美
華
▽
小
坂
中
・
江
嵜
元

        

【
中
学
２
年
生
20
人
、
引
率
者
３
人
】
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　　　　第 20 回ペンサコーラ派遣団

　

２
月
12
日
、「
下
呂
市
防
災
士
情
報
交

換
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
防
災
士
は
、
今
年
度
実
施
し

た
市
防
災
士
育
成
事
業
で
資
格
を
取
得
し

た
10
名
の
方
と
、
郵
便
局
員
や
元
消
防
職

員
、現
消
防
職
員
な
ど
の
有
資
格
者
で
す
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
防
災
へ
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
地
区
と
し
て
、
萩
原
上

区
自
主
防
災
会
の
今
井
浩
平
さ
ん
が
取
組

事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
こ
れ

か
ら
自
分
た
ち
の
地
区
で
、
ど
の
よ
う
に

防
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
け
ば

良
い
の
か
、
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
内
の
全
地
区
に
防
災
士
が
配

置
で
き
る
よ
う
資
格
取
得
に
向
け
た
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
総
務
部
・
防
災
情
報
課
】

　

こ
こ
で
は
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し

た
市
民
を
代
表
し
て
、
金
子
恒
紀
さ
ん

（
金
山
町
）
を
紹
介
し
ま
す
。

●
自
主
防
災
は
自
守
防
災

　
「
正
常
化
の
偏
見
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
情
報
を
無

視
ま
た
は
過
小
評
価
す
る
人
間
の
基
本
的
心

理
の
事
で
す
。
危
険
が
迫
っ
て
も
自
分
は
大

丈
夫
と
都
合
よ
く
解
釈
し
て
、
過
去
に
多
く

の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
犠
牲

者
に
な
ら
な
い
事
前
の
工
夫
が
、「
自
守
防

災
」
と
考
え
ま
す
。
家
具
や
家
電
機
器
の
転

倒
防
止
、
家
屋
の
耐
震
補
強
な
ど
の
防
災
行

動
が
大
切
で
す
。
災
害
時
に
自
分
を
守
り
家

族
を
守
り
、
そ
の
上
で
近
隣
の
手
助
け
を
す

る
。
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
防
災
行
動
が
「
自

助
共
助
」
に
効
果
と
し
て
表
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
時
の
自
助
・
共
助
を
め
ざ
し
て

防
災
士
情
報
交
換
会
を
開
催

情報交換会の様子
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変更前 変 更 後

不燃ごみ
Ａ地区 毎月第１水曜日 Ａ地区 毎月第１水曜日
Ｂ地区 毎月第３水曜日 Ｂ地区 毎月第３水曜日

粗大ごみ ＡＢ共通 年４回、第５水曜日 不燃ごみに統合
粗大ごみ
収集場所

小坂振興事務所に事前に電話予約し、委託業者が
自宅まで戸別収集に行く。

指定袋又は粗大ごみにエフをつけ、収集日の午前
８時までにごみステーションに出すものとする。

　下呂市では、各地域においてごみ収集の間隔が異なり、ごみ指定袋５袋までの排出量制限を行う上で不
平等が生じています。このため、【可燃ごみ収集】は毎週２回、【不燃ごみ収集】は毎月２回（隔週１回）
を基本としまして下記のとおり平成２５年４月から一部収集日を変更させていただきますので、ご理解を
お願い致します。なお、詳しくはごみ収集カレンダーでご確認ください。
※この表は変更となった箇所のみを掲載しています。　　　【お問い合せ先】　環境部環境課　☎ 26-5011

※詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご確認ください。

変更前 変 更 後

可燃ごみ

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金
萩原北部 可燃 可燃 萩原北部 可燃 可燃
萩原中部 可燃 可燃 可燃 萩原南部 可燃 可燃
萩原南部 可燃 可燃 ※萩原中部は南部に再編成しました。

収集区域
萩原北部 宮田～下上呂、山之口～羽根 萩原北部 宮田～下上呂、山之口～羽根
萩原中部 桜洞・萩原三区・上村 萩原南部 桜洞～中呂、古関～西上田
萩原南部 花池～中呂、古関～西上田 ※萩原中部は南部に再編成しました。

不燃ごみ 萩原全域 月に１回 月に２回　※詳しくはごみ収集カレンダーをご確認ください。

【
小
坂
地
域
】

【
馬
瀬
地
域
】

【
萩
原
地
域
】

【
下
呂
地
域
】

【
金
山
地
域
】

変更前 変 更 後

不燃ごみ

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金
金　山 不燃 金　山 第 1 第 3
下　原 不燃 下　原 第 2 第 4

東 不燃 東 第 2 第 4
菅　田 不燃 菅　田 第 1 第 3

変更前 変 更 後

不燃ごみ

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金
①東上田・森 金物･粗大 あきびんわれもの①幸田・東上田 第 1 第 3
②湯之島・幸田・  
小川・少ヶ野 金物･粗大 あきびんわれもの ②　森 第 1 第 3

③大　林 全部 ③湯之島 第 1 第 3
④竹　原 あきびんわれもの 金物･粗大④小　川 第 2 第 4
⑤上　原 金物･粗大 あきびんわれもの ⑤少ヶ野 第 1 第 3
⑥中　原 金物･粗大 あきびんわれもの⑥竹　原 第 2 第 4

⑦上　原 第 2 第 4
⑧中　原 第 2 第 4

収集分類

金　物 金物類専用袋・乾電池専用袋

不燃ごみ

金物類専用袋・乾電池専用袋
混合ごみ専用袋・粗大ごみエフ
飲料用あきびん専用袋
ガラス陶磁器類専用袋

粗　大 混合ごみ専用袋・粗大ごみエフ
あきびん 飲料用あきびん専用袋
われもの ガラス陶磁器類専用袋

変更前 変 更 後

不燃ごみ

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金
馬瀬北部 　 第３

馬瀬全域 第４馬瀬中部 　 第２
馬瀬南部 第４ 　


